
活動のご案内

プロジェクト紹介

「不要不急」を問われる今、文化芸術を享受する権利は守られているでしょうか。
ひとが生きていくうえで必要不可欠なものが、削られてしまってはいないでしょうか。
私たちは、文化芸術を「贅沢品」ではなく「必要不可欠」なものとして捉え、

すべてのひとが本来持っている「文化的な権利」の水準を高める活動をしています。

移動型ギャラリー「アート・トラック」プロジェクト

2021年 7月 始動

アートと出会うきっかけをお届け。

アートの制作体験を通し、文化芸術を身近なものへ。

簡単な工作教室のようでありながら、体験前と後ではモノの見え方
が変わってしまうような、刺激的で楽しいアート体験をお届けしま
す！　アートで思いっきり遊びながら、気づくと創発的な経験を楽
しんでいるような体験型美術教育プログラムです。
施設やイベントスペースにて実施いたします。

体験型美術教育プログラム「アート・ワークショップ」
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トラック型の移動ギャラリーを使った出張
展示企画です。若手現代アート作家の作品
を目の前までお届けします！
出張先では、作品紹介に加えて深く楽しむ
ための簡単なレクチャーも実施できます。
アーティスト本人とお話しできる機会も！

令和３年６月２４日



保障されている「最低限度の文化的な生活」。

その「最低限度」の基準は、これまであまりに

低く見積もられてきたのではないでしょうか。

私たちは、その水準を向上させていくために活

動します。

コンセプト

一般財団法人カルチュラルライツについて

スペシャル・パートナー

財団ウェブサイト

https://cultural-rights.org

ご参加方法について

アート・トラックによる出張展示およびワークショップ・プログラムのご提供は、子どもたちがアートに
触れる機会をつくりたいと考える施設や事業所、イベントにおいて、基本無償で行なっております（条件
等により材料費等の実費をいただく場合がございます）。まずはお気軽にご相談ください。

1. ご相談 2. お打ち合わせ
活動のご説明や、展開プランを検討するためのお打ち合わせをいたします。
オンライン対応しておりますが、
状況に応じて場所の下見等に伺う
ことがあります。

アート・トラックでの新鮮な現代アート鑑賞体験や、
ワークショップによる創作体験をお届け。

※ アート・トラックの出張展示に関するお打ち合せでは、展示を展開できるスペースの確認をいたします。

　 トラックでの出張展示には車体の入るスペースが必要になるため、施設に十分な展開場所がない場合、近隣の借用

 　可能なスペースの選定等にご協力いただくことがあります。

※ ワークショップに関するお打ち合せでは、参加者の人数（見込み）、年齢、使用できるスペースや時間の制約、スケ

　 ジュール等を伺います。活動に無理なく取り入れられるプランを検討しますので、ご希望をお申し付けください。

開催のご希望について、まずはお気軽にご相談を！

090-9341-6038
（財団代表 上久保直紀）
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実施希望日の 1ヶ月
前までを目安に（ ） 実施希望日の 1ヶ月前から、

1~2週間前までに、1~3回程度。（ ）
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下記のいずれかよりご連絡ください。

アート・トラックのみ ワークショップのみ

アート・トラック
　＋ ワークショップ

ご希望や条件に
合わせてご提案

3. 実施！

アート・トラック寸法 : 全長 4960mm全幅 1900mm全高 2854mm


